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木
造
男
神

　
坐
像
な
ど

新
た
に
３
件
を
指
定

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
二
十
八
日
、

平
成
元
年
度
の
市
指
定
文
化
財
に
彫
刻
二

件
と
書
跡
一
件
の
計
三
件
を
指
定
、
三
月

三
十
日
に
告
示
し
ま
し
た
。
今
回
の
指
定

は
、
先
に
市
文
化
財
保
護
委
員
会
（
中
川
恵

次
委
員
長
）
の
答
申
を
受
け
て
い
た
も
の

で
、
市
指
定
文
化
財
は
、
こ
れ
で
有
形
三
十

四
件
、
無
形
（
宇
治
茶
手
も
み
製
法
）
一
件

の
計
三
十
五
件
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
・
重
　
に
よ
る
指
定
や
、
府
文
化
財
保
護

要
文
化
財
な
ど
の
文
化
財
保
護
法

一

条
例
に
よ
る
指
定
か
受
け
た
も
の

▲
木
造
男
神
坐
像

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

卜
木
造
男
神
坐
像
（
両
脚
部
欠
）

▲和漢朗詠集巻下断簡（平等院切）（禁中・古京）

以
外
の
文
化
財
で
、
市
内
に
あ
る

重
要
な
文
化
財
の
保
護
を
目
的
と

し
た
、
市
独
自
の
制
度
で
す
。

　
今
回
指
ｔ
左
の
は
、
謳
宮

（
西
笠
取
）
の
木
造
男
神
坐
像
（
も

ぐ
ぞ
う
だ
ん
λ
ざ
ぞ
う
）
二
件

と
浄
士
院
の
和
漢
朗
詠
集
巻
下
断

簡
（
わ
か
ん
う
フ
え
い
し
ゅ
ラ
か

ん
げ
だ
ん
か
ん
）
一
件
の
計
三
件
。

　
西
笠
取
清
瀧
宮
の
木
造
男
神
坐

像
（
御
霊
神
社
安
置
）
は
、
カ
ヤ
材

の
迅
芯
１
　
ふ
害
て
ヽ

テ
ー
マ
　
学
ぶ
こ
と
・
生
き
る
こ
と

福井謙一さん

文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
剖
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
ｗ
あ
2
0
2
1
1
1
）

消防無線　

中継基地局が完成

円滑な消防活動に威力発揮

腰
帯
か
締
め
た
姿
で
、
両
手
が
な

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
元
の
手
の

形
は
不
明
。
こ
の
像
の
も
の
と
思

わ
れ
ヽ
別
の
零
に
納
め
穴
て

い
る
両
脚
部
の
一
部
は
、
細
身
で

十
分
な
膝
張
か
痔
っ
て
お
り
、
頭

体
と
両
脚
部
を
各
一
材
で
彫
刻
し

て
寄
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
神
像
に
は
、
前
方
に
大
き

く
傾
い
た
巾
子
冠
の
薄
手
な
つ
く

り
や
、
沓
先
の
カ
ー
ブ
な
ど
に
、

藤
原
時
代
の
感
覚
が
い
き
刀
た
っ

て
い
ま
ず
。
ま
た
、
平
安
後
期
に

珍
し
い
等
身
大
（
像
高
八
五
こ

？
）
の
作
例
で
、
長
保
二
年
（
一
〇

〇
〇
）
の
作
と
思
わ
れ
、
神
像
彫

刻
史
上
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
も
う
一
方
の
木
造
男
神
坐
像
も
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｀
　
　
大
正
七
年
奈
良
生
ま
れ
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
卒
業
。
京
都
大
学
教
授
・
工
学
部
長
・
名
誉
教
授
、

　
講
師
経
歴
　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
長
を
経
て
｀
現
在
｀
財
基
礎
化
学
研
究
所
長
゜
そ
の
間
｀
昭
和
三
十
七
年
に
日
本

学
士
院
賞
、
五
十
六
年
に
文
化
勲
章
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
、
六
十
三
年
に
勲
一
等
旭
日
大
授
章
を
受
賞
。
主
な
著
書
に
「
化

学
反
応
と
電
子
の
軌
道
」
｡
　
ｒ
量
子
化
学
」
｡
　
ｒ
学
長
の
手
帖
か
ら
」
こ
学
問
の
創
造
」
’
「
教
育
へ
の
直
言
」
な
ど
。

宇治市･宇治市教育委員会･斜宇治市文化センター主催

御
霊
神
社
に
安
置
さ
れ
、
胸
前
で

両
史
迢
み
ヽ
訟
（
霜
）
を
も

両
脚
部
な
芦
ほ
な
ぐ
な
っ
て
い
ま

す
。
マ
ツ
材
の
一
木
造
。
巾
子
冠

の
分
厚
い
感
じ
や
、
現
実
感
か
基

調
と
す
る
表
現
か
ら
、
鎌
倉
時
代

の
等
身
大
（
像
高
九
四
・
一
り
）
の

堂
々
と
し
た
作
で
、
神
像
彫
刻
史

上
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
浄
土
院
の
和
漢
朗
詠
集
巻
下
断

簡
（
平
等
瞰
切
）
（
禁
中
・
古
京
）

ａ
、
き
は
ｉ
r
ｋ
（
諾
に
お

れ
て
い
た
）
和
漢
朗
詠
集
の
断
簡

　
（
巻
物
な
ど
の
一
部
を
切
り
と
っ

た
も
の
）
で
す
。
作
は
平
安
時
代

末
期
。
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
雲

の
模
様
の
罰
荼
急
・
内
容
は
ヽ

和
漢
朗
詠
集
巻
下
雑
部
の
う
ち
。

禁
中
・
古
京
の
全
文
十
五
行
分
。

文
中
に
墨
訓
、
朱
点
な
ど
が
あ
り
、

筆
者
ぱ
、
平
等
院
で
没
セ
加
穎

政
と
伝
え
ら
れ
、
平
等
院
切
と
い

う
名
も
こ
こ
か
ら
付
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
幅
は
、
平
等
院
切
の
中
で

も
、
十
五
行
分
の
断
簡
と
大
^
≪
＾
／
'

古
筆
研
究
は
も
と
よ
り
、
国
文
研

究
な
ど
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
断
簡
か
納
め
る
軸

箱
二
合
ヽ
薮
尨
ぼ
羅
（
鑑

定
書
）
一
通
、
古
筆
了
伴
平
等
院

切
一
幅
寄
進
由
緒
書
一
通
は
、
こ

れ
ら
が
浄
土
院
に
寄
進
さ
れ
た
経

過
が
記
さ
れ
、
断
簡
の
価
値
奪
『

め
る
資
料
と
し
て
附
指
定
に
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
中
継
基
地
局
に
は
、
高
さ
二

十
二
メ
ー
ト
ル
の
消
防
無
線
送

営
信
用
ア
ン
テ
ナ
禦
匠
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
全
域
の
送
受

信
が
良
好
と
な
り
ま
レ
こ
。
ま

た
、
消
防
無
線
を
一
波
増
や
し

て
五
波
と
し
た
こ
と
で
、
緊
急

出
動
時
の
無
線
交
信
が
容
易
に

な
り
、
よ
り
円
滑
に
消
防
活
動

が
推
進
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
（
消
防
本
部
）

▲
西
消
防
署
の
前
に
そ
び
え
る

高
さ
二
十
二
メ
ー
ト
ル
の
消
防

無
線
中
継
基
地
局
専
用
ア
ン
テ

ナ
。
右
上
写
真
は
ア
ン
テ
ナ
の

横
に
あ
る
無
線
局
舎
の
内
部
。

機
構
改
革
と

　
人
事
異
動
を
実
施

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
新
た
な
行
政
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
四
月
一
日
付
け

で
、
一
部
機
構
の
改
革
と
人
事

異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
も
、
機
構
改
革
の
主

な
内
容
は
、
京
阪
宇
治
駅
前
交

通
広
場
整
備
事
業
・
宇
治
橋
架

け
替
え
事
業
・
府
道
京
都
宇
治

線
拡
幅
事
業
な
ど
に
関
す
る
調

整
業
務
な
ど
を
行
ラ
特
別
事
業

対
策
室
の
設
置
と
、
学
校
教
育

の
振
興
と
充
実
を
図
る
た
め
の

教
育
研
究
所
の
設
置
で
す
。

　
ま
た
、
部
長
級
三
人
、
課
長

級
十
八
人
、
係
長
級
二
十
二
人
、

一
般
職
九
十
八
人
が
異
動
。
ほ

か
に
、
消
防
・
保
育
所
・
幼
稚

園
・
学
校
職
員
な
ど
百
二
土
ハ

人
も
同
日
付
け
で
異
動
し
ま
し

た
。
　
・
。
　
　
　
（
職
員
課
）

　
建
築
課
・
住
宅
課

　
　
産
業
会
館
へ
仮
移
転

　
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
へ
の

準
備
工
事
の
一
環
と
し
て
、
プ

レ
ハ
ブ
庁
舎
夕
移
設
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
建
築
課
と
住
宅

課
は
、
四
月
十
日
、
産
業
会
館

三
階
に
仮
移
転
に
蚤
し
た
（
電

話
番
号
は
従
来
ど
お
り
で
Σ
。

移
転
期
間
は
約
三
ヵ
月
で
、
プ

レ
ハ
ブ
庁
舎
移
設
（
議
会
棟
西

側
へ
）
が
完
成
次
第
、
再
度
移

転
１
　
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
庁

舎
完
成
ま
で
の
間
、
た
い
へ
ん

召
盛
寄
お
掛
け
し
乖
ふ
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

未
了
。
　
　
（
管
財
契
約
課
）

1103

文化センター

文化講演会

講
師
福

市指定文化財総計35件に

テレビ広報

さわやか宇治

さくらまつりと新緑

ハイキング

５
月
1
2
日
（
土
）
午
後
2
時
～
3
時
半

午
後
１
時
半

４月２１日（土）午前１０時から１５分間

ＫＢＳ京都ＴＶ　ＵＨ

Ｆ34ｃｈ

入
場
無
料
　
整
理
券

必
要



市民スポーツ教室・

ひろばへ 　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り

健
康
や
体
力
を
増
進
す
る
た
め
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
ひ
ろ

ば
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
催
。
こ
の
程
、
平
成
二
年
度
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
あ
な
た
も
自
分
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
暮

ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
予
定
日
が
近
付
け
ば
「
市
政
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
年
間
予
定
表
は
、
会
場
な
ど
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　　　　9I-ションブステバルrこ
づづ斐≧

，

４
。
ス
キ
ー
教
室

　
（
マ
キ
ノ
｀
キ
ー
場
、
平
成
Ｚ
年
Ｚ
月
１
日
）

●
問
い
合
わ
せ

　
市
民
体
育
課

　
　
　
　
豊
内
線
４
７
８

，各種スポーツ・レクリエーション大会の予定表

４月22日 第28回　オリエンテーリング大会 太陽が丘

５月13日 第24回　市民総体総合開会式 太陽が丘

６月17日 第14回　障害者スポーツ大会 黄聚体育館

９月30日 第10回　市民ゲートボール大会 太陽が丘

10月10日 第８回　市民スボーツまつり 太陽が丘

10月28日 第10回府民トリムのつどい総合開会式太陽が丘

11月３日 第13回　府民総体総合開会式 太陽が丘

11月４日 体育振興会連合会交流球技大会 未　　定

11月18日 第2回府ｽﾎﾟ少山城ﾌ[]ヽvｸ交流ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ太陽が丘

11月25日 第７回市民駅伝競走大会 太陽が丘

平31月13日 第23§スポーツ少年団新春合同初けいこ会太陽が丘

２月３日 第30回市民スキー教室 ﾏｷﾉｽｷｰｌ

２月24日 第８回　宇治川マラソン大会 太陽が丘

３月３日 第４回　遊リーダー・この指とまれ未　　　定

３月10日 第２回　市民ニュースポーツ大会黄聚体育館

▲リズムに合わせてワン･ツー･スIIー...。

　(平成元年10月10日太陽が丘、市民スポーツまつりで)

市民スポーツ教室の予定表（参加費は無料、申し込み制）

教室名 対　象 定員 回数 開　　　催　　　日 曜日 時　間 会　猫

親　子

バレーポール

親と小学生
(4年以上)

20組６回 5/7.10.14,17,21.24
毎　週
月・木

午後6時
　　～8時

黄聚体育館

親と小学生
(4年以上)

20組 ６回 9/6 ,10,13,17.20,27 毎　週
月・木

午後６時
　　～８時

北　小　倉
小　学　校

女　子

ソフトポール

中学生以上‘30人 ６回 5/8,11 ,15,18,22,25　予備日5/29,6/1
毎　週
火・金

午後7時半
　～９時半

広野中学校

中学生以上30人 ６回 10/8 ,11.15.18,22,25　予備日10/29,11/1
毎　週
月・木

午後7時半
　～９時半

東　宇　治
中　学　校

婦人軽スポーツ

婦　人 30人 ６回 6/12,15,19.22,26,29
毎　週
火・金

午後７時半
　～９時半

木幡小学校

婦　人 30人 ６回 9/6,10.13,17,20,27 毎　週
月・木

午後７時半
　～９時半

南　小　倉
小　学　校

卓　　　　　球

小　学　生
(4年以上)

30人６回 6/30,7/1,7,8,14,15
毎週土曜 午後3時～5時

小倉小学校
毎週日曜 午前10ト正午

高校生以上30人６回 11/5.9,12,16,19,23
毎　週
月・金

午後フ時
　　～９時

黄聚体育館

婦人軟式テニス 婦　人 30人６回 6/30,7/1,7,8.14,15　　予備日7/28,29
毎週
±・日

午後３時
　　～６時

東　　　山
ﾃﾆｽｺｰﾄ

軟式テニス 高校生以上30人 ６回 10/13,14,20,21,27,28　　予備日11/3,4毎　週
土・日

午後3時
　　～６時

黄　　　聚

テニスコートヽ

婦人硬式テニス 婦　人 40人 ６回 7/17,19,24,26,31,8/2　予備日8/7,9毎　週
火・木

午後６時
　　～９時

黄　　　聚
テニスコート

バドミントン 高校生以上30人 ６回 6/4,7,11,14.18,21
毎　週
月・木

午後７時
　　～９時

黄聚体育館

親　子
バドミントン

親と小学生
(4年以上)

20組 ６回 10/30,11/2.6.9.13,16
毎　週
火・金

午後７時
　　～９時

大　久　保
小　学　校

母と子の水泳
母親と
小学生以上

30組８回 7/17.18.19,20,21.23,24,25　予備日7/26
日曜

　除く
午後５時半
　～フ時半

西　宇　治
プ．－　ル

一　般　水　泳中学生以上 50人 フ回 7/27,28,30,31,8/1,2,3　　予備日8/4
日曜

　除く
午後６時
　　～a時

西　宇　治
プ　ー　ル

高齢者スポーツ 高齢者 /
5/17(木幡公民館)、6/6(小倉公民館)、7/10(広野公民館)
時間は、いずれも午前10時～正午。

‥　‥‥‥‥‥各種講習会の予定表

６　月 キャンプ指導者養成講習会

11　月 体育・スポーツ指導者養成講習会

12月２日 スポーツ講演会

スポーツひろば予定表

会　　場 期　日 時　間 種　　　目

西宇治運動公園 ９月２日(日)
午後1時

　～４時

ニュースポーツ
体力測定

黄聚体育館 11月23日拐
ニュースポーツ
体力測定

ニュースポーツ教室予定表（参加費は無料、参加自由）

地　域　名 開催期日 時　　間 会　　場 種　　　　　目

木　幡　地　域 5/28,30,6/1

午後７時半

　　～９時半

木幡中学校 ソフトバレーボール･インディアカ

東宇治地域 6/12.14.19 東宇治中学校 ソフトバレーボール･フリーテニス

宇　治　地　域 6/25,27,29 宇治中学校 ソフトバレーボール･クロリィティー

西宇治地域 7/9.11,13 西宇治中学校 ソフトバレーボール･フリーテニス

南宇治・広野地域 10/1,3,5 広野中学校 ソフトバレーボール･グラウンドゴルフ

西小倉地域 10/12,15.17 西小倉中学校 ソフトバレーボール･フリーテニス

北宇治・横島地域 10/22,25,26 横島中学校 ソフトバレーボール･フリーテニス･ダーツ

※南宇治・広野地域の10/ 1 、10/5は夜間屋外運動場で　※他の地域については体育館で
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木幡公民館開館10周年記念

公民館まつりを開催

第１部は４月21 ・22日

OPEN

THE　WINDOWオープン・ザ・ウインドウ

身近な生活のヒトコマに|l材を求

め､女性問題を考えるコｰナｰ

　
開
館
十
周
年
を
記
念
し
て
、
木

幡
公
民
館
ま
つ
り
を
春
と
秋
に
開

催
し
毒
了
。

　
四
月
二
十
一
日
出
、
二
十
二
日

旧
は
第
一
部
か
左
下
表
の
日
程
で

開
催
し
未
了
。
日
ご
ろ
丹
精
込
め

て
育
て
ら
れ
た
植
物
を
鑑
賞
し
、

安
ら
Ｘ
戸
ぶ
れ
あ
い
奮
四
喫
し
て

く
だ
さ
い
。
お
茶
席
も
設
け
毒
了

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
ご
来
場
の
人
に
は
、
花
や
野
菜

の
種
と
肥
料
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
水
子
（
品
数
に
は
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
）
。

　
な
お
、
山
野
草
・
園
芸
植
物
展

へ
の
出
品
を
募
集
し
て
い
奉
ｙ
。

ご
希
望
の
人
は
、
十
九
日
出
ま
で

に
木
幡
公
民
館
（
き
⑩
8
2
9
0
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
　
ス
ピ
ー
ク
サ
ロ
ン

　
　
日
常
牛
居
に
関
し
て
身
丑
な
問

題
を
話
に
乙
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
7
R
㈹
よ

３
月
５
日
㈹
ま
で
の
毎
月
第
１
・

―
火
曜
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民

館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
定
員
・
：
1
5
人

　
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
広
野

公
民
館
（
豊
㈲
7
4
5
0
）
へ
電
・

話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
開
館
記
念
の
つ
ど
い

　
　
宇
治
公
民
館
・
市
民
会
館
で
は
、

「
開
館
記
念
の
っ
と
い
」
を
次
の
と

お
り
開
参
柔
了
。

　
▼
と
き
・
内
容
…
４
月
9
9
　
　
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
＝
記
念
式
典
、
午
前

1
0
時
半
～
＝
記
念
講
演
会
（
冷
泉

　▲昨年の公民館まつりから

木幡公民館まつり第１部の日程

催．し物 日　　時

山野草･圃芸値物s

山If草の余剰苗を

安くお分けします

4H21H(H・22 日011

午m"9時～午後4時

お　茶　席
一席　200円

　　４月22日間

午m'lo時～午後3時

貴
実
子
さ
ん
が
「
冷
泉
家
の
文
化

と
伝
統
」
の
テ
ー
マ
で
）
、
午
後
１

時
～
＝
発
表
会
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

紙
芝
居
な
ど
）
。

　
な
お
、
四
月
二
十
一
日
出
か
ら

二
十
三
日
聞
ま
で
の
三
日
間
、
公

民
館
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
利
用
者
団

体
が
、
学
習
成
果
や
活
動
内
容
の

展
示
会
を
開
き
示
了
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

お
知

ら
せ

　
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

　
京
都
府
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
は
、
就
業
希
望
の
女
性

を
対
象
に
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を
開

皇
子
。

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
7
日
出
～
６
月

2
9
日
金
ま
で
の
毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
、
全
2
6
回
、
い
ず
れ
も
午
後

１
時
～
５
時
▼
と
こ
ろ
…
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
：

2
0
人
▼
受
講
料
…
無
料
（
教
材
費

は
自
己
負
担
）
▼
申
し
込
み
…
４

月
１
９
一
日
㈹
～
1
9
日
田
ま
で
に
、
宇

治
地
方
振
興
局
総
務
課
（
豊
⑩
2

1
0
1
）
か
市
役
所
商
工
観
光
課

（
内
線
２
９
１
）
へ
印
鑑
持
参
で
。

後
日
、
面
接
し
て
受
講
者
か
庚
定

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
女
と
男
の
当
然

婦
人
週
間
　
４
月
1
0
日
～
1
6
日

定
的
な
考
政
方
を
見
直
そ
う
」
。

社
会
一
に
お
け
る
男
女
の
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
の
「
当
然
」
を

見
直
し
、
性
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
考
え
方
か
形
成
し
て
い

く
こ
と
舎
日
標
に
し
て
い
未
了
。

　
婦
人
の
地
位
の
向
上
を

　
た
だ
一
度
の
か
け
が
え
の
な

い
人
生
。
本
当
に
「
生
き
て
い

て
ぷ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ぷ
コ

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
以
前
は
、
女
性
が
主
婦
・
ほ

親
と
い
う
家
庭
的
役
割
か
趙
え

て
生
改
ふ
Ｚ
于
る
と
様
々
な

障
害
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
夕
認
一
て
、

女
性
の
生
息
μ
夭
今
謳
£

つ
て
き
ま
し
た
。
就
労
女
性
、

兼
業
主
婦
の
増
加
や
社
会
活
動

へ
の
参
加
も
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
孚
。
ぷ
吊
く
女
性

も
自
分
自
身
の
世
界
を
持
ち
、

精
神
的
・
経
済
的
に
も
自
立
し
、

心
豊
か
な
恚
男
を
し
巡
い
と

考
え
、
行
動
か
妬
め
た
の
で
す
。

こ
’
フ
し
た
女
性
た
ち
の
状
況
の

変
化
は
、
男
性
た
ち
の
生
息
力

も
変
え
て
い
今
ぶ
す
。

　
仕
事
の
分
野
で
も
、
こ
れ
ま

で
「
男
の
仕
事
」
と
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
女
性
に
で
き
る
も
の
も

多
く
、
ま
た
「
女
の
仕
事
」
と

考
え
ら
れ
て
い
た
仕
事
は
男
性

に
も
で
康
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
伝
統
的
に

守
っ
て
き
た
仕
事
の
分
野
や
役

割
に
相
互
乗
り
入
れ
し
て
、
自

然
に
共
存
す
る
Ｉ
そ
ん
な
在
り

方
か
今
年
の
婦
人
週
間
の
標
語

は
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
女
と
男

の
当
然
」
と
表
現
し
て
い
未
丁
。

　
男
性
は
女
性
の
分
野
に
踏
み

込
む
勇
気
。
女
性
は
無
歿
劣

依
存
性
″
取
り
払
う
勇
気
。
と

　
　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
・
主
題
別
図
書
展
示

　
今
回
は
「
緑
」
の
本
か
集
め
ま
し
た
。
五
月
三
十
日
團
ま
で
『
み

～
ど
り
の
本
の
き
せ
つ
で
す
』
を
テ
ー
マ
に
、
緑
や
新
緑
、
木
や

森
な
ど
の
絵
本
や
読
み
物
の
展
示
と
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

し
ま
ず
。

（
商
工
観
光
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会
『

　
黄
柴
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
盈
采
し
ぐ
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
…
４
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
と
４
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
…

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
：
一
千

円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
・
：
４
月

1
5
日
間
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
黄

聚
体
育
館
（
Ｓ
⑩
4
0
0
1
）
へ
顔

写
真
（
３
ｍ
ｘ
２
　
５
ｍ
）
持
参
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
…
４
月
2
2
日
間
（
小
雨

決
行
）
▼
集
合
場
所
・
：
太
陽
が
丘

中
央
広
場
（
体
育
館
前
）
で
、
午
前

８
時
半
～
1
0
時
半
ま
で
受
け
付
け

▼
ク
ラ
ス
ー
コ
ー
ス
距
離
…
右
下

ち
に
変
わ
る
勇
気
こ
そ
、
社
会

を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
ラ
か
。

　
婦
人
週
間
京
都
の
つ
ど
い

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
4
日
㈹
、
午

後
１
時
Ａ
時
4
0
分
▼
と
こ
ろ

・
・
・
京
都
市
ア
バ
ン
テ
″
ホ
ー
ル

▼
内
容
…
下
京
暁
子
さ
ん
の
講

演
ほ
か
▼
入
場
・
・
・
無
料
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

表
▼
参
加
料
・
・
・
個
人
上
一
言
円
、

グ
ル
ー
プ
＝
人
百
円
▼
持
参
品

：
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
な
ベ
コ

ン
パ
ス
は

1
5
0
個
ま
で
先
着
順
に
貸

し
出
し
▼
問
い
合
わ
せ
…
市
民
体

育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

オリエンテーリング大会のクラス・距離

個　人 個　人
クラス

Ａ7~8ku中学生以上の個人

Ｂ 5～7kin中学生以上の個人（初心S向き）

グループ

(2-5人

　　１組)

一般

クラス

Ａ6~8km男.女または腱介で構成する
バーディー

Ｂ 5~7lni男, なまたは此介で構成する
パーティー(初心者向ij

家仮クラ八4～6U 了供を含むぶ峡で構成する
zゝ－アイー

少年･少女
クラス 4~6km

14心までの男児もしくは女児
のみのパーティーあるいはそ
の,･lj合のパーティー・

　
自
衛
官
を
募
集

　
平
成
二
年
度
第
一
次
自
衛
官
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
象
・
：

○
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

＝
６
月
3
0
日
出
ま
で
、
1
8
歳
以
上

2
5
歳
未
満
Ｏ
男
子
技
術
海
四
ｙ
７

月
５
日
出
ま
で
、
大
学
・
短
大
・

高
専
卒
（
見
込
）
2
4
歳
未
満
Ｏ
女

子
２
等
海
士
・
空
士
＝
５
月
3
1
日

困
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
Ｏ

女
子
看
護
（
陸
曹
）
＝
年
間
を
通

じ
て
、
免
許
取
得
者
3
6
歳
未
満
。

　
こ
の
ほ
か
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募

集
事
務
所
（
容
㈲
7
1
3
9
）
か

市
役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
内

線
４
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
神
経
難
病
相
談

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
6
日
間
、
午
後

１
時
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

保
健
所
▼
対
象
…
神
経
難
病
者
と

疑
い
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族
▼

内
容
・
・
・
専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相

談
▼
申
し
込
み
・
：
1
3
日
出
ま
で
に

宇
治
保
健
所
（
Ｓ
⑩
2
1
9
1
）
へ

電
話
で
。
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
1
日
出
～
５
月

2
6
日
出
ま
で
の
毎
週
土
曜
（
５
月

５
日
は
除
く
）
、
全
５
回
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ

・
：
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
：
初
心
者
▼

定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

・
：
無
料
（
ボ
ー
ル
代
は
自
己
負
担
）

▼
申
し
込
み
…
同
駐
屯
地
広
報
班

　
（
ａ
㈲
0
0
0
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
上
・
下
水
道
料
金

　
低
所
得
者
用
の
申
請

　
所
得
の
低
い
ご
家
庭
の
上
・
下

水
道
料
金
の
負
担
夕
軽
減
す
る
た

め
「
低
所
得
者
用
料
金
用
途
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
認
定
基
準
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　
該
当
す
る
ご
家
庭
は
、
水
道
部

市
民
参
加
で
福
祉
の
町
づ
く
り

町
内
会
・
自
治
会
未
加
入
の
人
な
ど

も
う
お
持
ち
で
す

か
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き

　
市
で
は
こ
の
程
、
平
成
二
年

度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ギ
・
Ｉ
と
手

び
き
」
（
Ａ
４
版
三
十
四
尽
力

ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。
今
年
で

七
年
目
か
迎
え
た
こ
の
カ
レ
ン

所
定
の
申
請
書
に
、
平
成
元
年
中

の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉

徴
収
票
、
各
年
金
の
受
給
証
明
書

な
ど
）
を
添
え
て
、
水
道
部
営
業

課
（
内
線
４
４
１
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
　
（
水
道
部
営
業
課
）

上･下水道料金の低所得者用途認定基準(平成２年度)

世帯数 1 A ２人 ３人 ４人 5人以上

所得金額
　(年額)

63万5T･円 109万5T-円 145万9T一円 160万8千円

160万8T･円に

４人を超える

1 人につき

41万7 T円を

加筧した釦

社
協
会
員
を
募
集

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

の
住
民
や
団
体
が
集
ま
っ
て
、

市
民
の
福
祉
と
健
康
奎
局
め
、

福
祉
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
毒
了
。

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
寝
た
き
り
や
一
人
暮
β
し

の
お
年
寄
り
な
ど
の
牛
居
・
介

護
の
問
題
、
障
害
者
（
児
）
の
地

域
生
活
で
の
諸
問
題
、
家
庭
問

題
や
子
供
か
巡
る
地
域
環
境
の

問
題
な
ど
市
民
参
加
で
解
決
を

目
指
ｙ
組
織
が
ま
す
乖
至
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
。
社
戸
が
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
中
核
と
し
て

活
動
で
き
る
ぷ
つ
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
加
入
を
お
願
い
に
ま
す
。

　
▼
会
費
（
年
額
）
…
○
一
般
＝

一
口
五
百
円
Ｏ
賛
助
上
口
千

円
○
特
別
＝
一
口
一
万
円
。

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
ー
に
は
、
行
事
予
定
、
税
の

納
期
、
保
健
予
防
や
不
燃
ゴ
ミ

収
集
の
年
間
日
程
、
各
種
相
談

案
内
な
ど
を
掲
載
し
て
い
毒
司

　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
る
居
鮭
に
は
、
既
に
会
長

さ
ん
の
ご
協
力
か
吋
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
広
報
課
（
内
線
２

２
７
）
へ
電
話
か
来
庁
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
四

月
末
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ

ー
、
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広
野

の
各
公
民
館
、
菟
道
・
横
島
・

伊
勢
田
・
平
盛
の
各
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

極
島
管
理
事
務
所
に
な
し
い
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

４
月
の
お
し
ら
せ

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

は
、
同
セ
ン
タ
よ
汲
坦
に
次

の
催
し
を
開
空
手
］
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も

同
セ
ン
タ
よ
萱
㈲
7
4
4
7
）

へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
▼
と
き
・
内
容
…
４
月
3
0
日

囲
、
午
前
Ｈ
時
～
１
１
‥
時
4
0
分
＝

人
形
劇
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
ほ
か
。

午
後
１
時
～
３
時
＝
作
る
フ
コ

ー
ナ
人
び
っ
く
り
ズ
モ
り
″
、

ダ
ビ
ン
チ
の
大
発
明
、
ブ
ロ
ー

チ
、
砂
絵
の
額
、
三
角
馬
）
▼
対

ご存じですか

行政相談

　
行
政
相
談
は
、
総
務
庁
か
ら

委
嘱
か
受
け
た
行
政
相
談
委
員

が
、
国
の
仕
事
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ

象
・
：
市
内
在
住
の
幼
児
～
小
学

生
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
（
三
角
馬

作
り
は
材
料
費
二
百
円
）
。

　
こ
ど
も
天
文
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
２
日
困
、
午

後
７
時
～
９
時
（
大
人
の
迎
政

が
必
要
）
▼
内
容
…
オ
ー
ス
チ

ン
七
星
の
観
測
方
法
ヽ
月
の
観

測
な
ど
▼
対
象
・
：
小
学
校
３
年

生
～
高
校
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

▼
定
員
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
指

導
・
：
山
西
重
男
さ
ん
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
受
け
付
け
…
４
月
い
１
１
‥

日
出
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
事
務
、
京

都
府
・
宇
治
市
が
国
か
ら
委
任

さ
れ
た
り
補
助
金
夕
曼
け
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
「
説
明
に
納

得
で
き
な
い
」
「
手
続
き
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
「
処
理
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

の
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
か
巌

守
し
乖
ゐ
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
▼
相
談
日
時
…
毎
月
第
３
木

曜
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
市
民
相
談
室
。

　
な
お
、
本
市
の
行
政
相
談
委

員
は
松
本
登
さ
ん
、
増
井
繁
一

さ
ん
、
瀬
田
佐
江
子
さ
ん
の
三

人
で
す
。

（
広
報
課
）
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四
月
十
日
か
ら
千
六
日
圭
で

は
、
第
四
十
二
回
婦
人
週
間
。

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
女
性
が
初

め
て
参
政
権
か
将
使
し
た
四
月

十
日
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
女
性

の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
の
固

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー



検診を受けましょう

　
市
で
は
、
成
人
病
を
発
見
し
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
基
本
健

康
診
査
を
実
施
。
ま
た
、
早
期
治
療
の

効
果
が
高
い
女
性
の
が
ん
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）
検
診
も
行
い
ま
す
。
異
常
が

な
く
て
も
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
、

安
心
し
て
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
各
種
検
診
の
内
容
・
受

診
方
法
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ト
健
康
を
守
る
た
め
、
す
す
ん
で
定
期
検
診
を
受
け
ま

　
し
ょ
う
（
４
月
４
日
、
広
野
公
民
館
で
）

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
、
一
人
当
た
り
八
千

六
百
八
十
二
円
完
年
度
実
績
）

か
か
る
健
診
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
念
翌
塗
、

年
に
一
度
は
健
康
チ
エ
″
ク
欠

　
特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
必

ず
基
本
健
康
診
套
原
好
ま
し

①
い
つ
も
忙
し
て
時
間
に
追
わ

　
れ
て
い
今
人
↓
年
に
一
度
の

　
こ
と
で
す
。
思
い
切
っ
て
受

　
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
自
分
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫

　
だ
と
思
っ
て
い
る
人
↓
自
信

　
過
剰
は
禁
物
で
す
。

③
今
ま
で
に
一
度
も
驀
瓦
こ

　
と
の
な
い
人
↓
友
達
と
一
緒

　
に
一
度
受
け
て
み
ま
し
Ｈ
う
。

④
太
っ
て
い
る
人
、
親
が
高
血

　
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
人
↓
成

各種検診一覧,表

＼ 基本健康診査 乳がん検診 子宮がん検診

対

象
40歳以上の市民 3o歳以上の婦人 30歳以上の婦人

診

査

内

容

問診・身体計測・聴

打診・血圧測定・尿

検査・血液検査

(必要な人だけ､貧血

検査・心電図検査・

眼底検査)

問診・触診・視診
問診・内診・視診・

細胞診

と
－－
ろ

宇治市・城陽市一久

御山町内の基本健康

診査協力医療機関

保健医療センター
　(受診日指定)

京都府下子宮がん検

診実施医療機関

　（国公立を除く）

受

合奏p夕

方

法

印鑑と健康手帳を持

って直接医療機関で

申し込み制

　(市から郵送する受

診票に必要事項を記

入し､指定の日時に)

申し込み制

　(市から郵送する受

診票に必要事項を記

入し、直接医療機関

で)

期

間

５月１日刈~
　　8月31日剛

　５月-6月・lO月

(乳がん検診日程表参照)

５月1日火～
　　8月3i日閃

検
査
料

無　料
　３００円

（当日会場で）

　　1,000円

(当日医療機関で)

定

員
6，00 0人

　3,780人（先着順）

検診日｀は希望日ごと

に先着順

5,30O人(先着順）

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
早
期
に

発
見
し
や
す
い
が
ん
で
す
。
三
十

歳
を
過
が
た
ら
、
年
に
一
度
は
市

の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
は
自
分
で
も
発

見
で
孝
示
ｙ
。
月
に
一
度
は
自
己

検
診
（
方
法
は
左
図
を
参
照
）
し
ま

し
ょ
う
。

人
病
に
な
り
や
す
い
大
で
す
。

毎
年
舜
け
る
ぶ
つ
に
し
ま
し

①
印
鑑
・
健
康
手
帳
を
持
っ
て
、
直
接
、
基
本
健
康
診
査
協

　
力
医
療
機
関
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
は
っ
て
あ
る
医
療
機
関
へ
。

②
指
示
さ
れ
た
日
に
再
度
受
診
し
、
健
診
心
結
果
を
聞
き
ま

　
し
ょ
う
。
ま
た
、
結
果
の
用
紙
は
健
康
手
帳
に
は
っ
て
お

↓
こ
の
調
子
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
健
康
相
談
会
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

要
医
療

↓
治
療
を
受
け
ま
し
よ
う

乳がん検診の日程

一
会
場
Ｉ
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

一
検
診
時
間
Ｉ
午
後
１
時
半
１
３
時

一
乳
が
ん
検
診
は
1
0
月
に
も
実
施
。
詳
し
く
は
市
政
だ
よ
り
９

　
月
2
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
例
年
前
半
に
希
望
日
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
い
っ
で
も
よ
い

　
人
や
希
望
の
曜
日
が
あ
る
人
は
、
そ
の
旨
を
誉
い
て
く
だ
さ

　
い
。

５月 ６月

７(月)

８(火)

10(木)

n(金)

14(月)

15(火)

17(木)

18(金)

21(月)

22(火)

24(木)

25(金)

28(月)

29(火)

31(木)

IK月)
u(火)
14(木)
15(金)
18(月)
19(火)
21(木)
22(金)
25(月)
26(火)
28

(木)
,29(金)
乳がん　

乳
が
ん

月
に
一
度
は

　
自
己
検
診
を

・
月
に
一
度
は
自
己
検
診
を
。

　
・
生
理
後
一
週
間
目
に
・

閉
経
し
た
人
は
日
を
決
め
て

●こ･ ●

少り･小
しはさ

であい

もり　｀
異ま痛

常せみ
にんの

気力ヽな
ｲ寸　゜い

い　　し

た
ら
専
門
医
（
外
科
）
へ
。

　
〈
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
鏡
の
前
に
立
ち
、
扁

を
下
げ
た
姿
勢
と
上
げ
た
姿

勢
で
正
面
、
側
面
、
斜
め
と

写
す
。
左
右
の
形
、
乳
房
の
位

置
、
く
ぼ
み
、
ひ
き
つ
れ
、
た

だ
れ
な
ど
な
い
か
（
図
①
）
。肺

申し込み案内

▼
申
込
期
間
・
・
・
４
月
１
１
日
伽
か

　
ら
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
・
・
郵
送
（
は

　
が
き
ま
た
は
封
書
）
か
来
庁

　
で
。
郵
送
（
封
書
で
申
し
込
む

　
場
合
は
、
は
が
き
大
の
用
紙

　
1
0
ｔ
χ
1
5
？
に
記
入
し
て
同

　
封
し
て
く
だ
さ
い
）
の
場
合

　
は
、
左
の
書
式
に
従
っ
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。
記
入
が
不

十
分
な
場
合
や
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
来
庁
の
場
合
は
、
高
齢
者
福
一

　
祉
課
窓
口
で
申
込
書
に
ご
記
一

　
入
べ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
一

　
　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
恋

　
人
に
は
受
診
票
を
お
送
り
と

　
ま
す
の
で
。
検
診
の
際
に
懇

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
一

　
　
ま
た
、
次
の
要
件
に
該
堂

　
す
る
人
は
、
検
診
料
が
免
除
こ

　
さ
れ
ま
す
・
　
　
　
　
　
一

　
※
検
診
料
免
除
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
一

歳
で
、
医
療
受
給
者
証
を
お
持

　
　
　
　

ち
の
人
③
生
活
保
護
世
帯
の
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。
一

☆
一
枚
に
つ
き
、
一
検
診
二
人
だ
け
記

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表(あて先)

　郵便はがき
　　　in][I]ロロ

　
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

゛
宇
治
市
役
所

　
高
齢
者
福
祉
課
行

□

裏(子宮がん検診用)裏（乳がん検診用）

子宮がん検診申込書

氏名(j.')ヵ‘な)

乳がん検診申込書

氏名(ふりヵ‘な)

年齢生年月日

住　所

電話番号

※右記の検診料免除要件に

　該当する人はその番号を

　書いてください。

年齢

日
日
日

月

月

月

生年月日

住所’

電話番号

第１希望

第２希望

第３希望

※右記の検診料免除要件に

　該当する人はその番号を

　書いてください。
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　に･外
③下側

　げ半

わて分

き匹は
の図腕
下９を

に　７自

し･　然
こ・　の

り・　位
ヵヾ　　置

な
い
か
（
図
③
）
。や

　
④
乳
首
を
軽
く
つ
ま
む
。

血
液
の
よ
う
な
異
常
な
液
が
出

な
い
か
（
図
④
）
。や

濡ね
作

　
②
仰
向
け
に
寝
て
、
。
調
べ

る
側
の
肩
の
下
に
溥
い
座
ぶ
と

ん
を
敷
く
。
乳
房
の
反
対
側
の

手
で
（
手
指
を
そ
ろ
え
て
）
、
静

か
に
軽
く
圧
迫
し
な
が
ら
満
遍

な
く
触
れ
る
（
こ
の
時
つ
ま
ん

で
は
い
け
ま
せ
ん
）
。
内
側
半
分

は
腕
を
頭
の
後
方
に
上
げ
て
、

基本健康診査

子
宮
・
乳
が
ん

検
診

年に1度は健康チェック！

申
込
は
が
き
（
用
紙
）
の

書
き
方

早期発見・早期治療を

胃がん検診実施中問い合わせ高齢

者福祉課へ

・
結
果
が
出
た
ら

受
診
方
法

異
常
な
し

要
指
導
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